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論　文

はじめに

21 世紀に入り，インターネットをはじめと
する通信技術の発達とグローバリゼーションの
影響によりあらゆる面で世界の相互関連性の高
まった世界では，様々な地球規模の問題が起き
ている。なかでも 20 世紀後半から続く地球環
境問題には，オゾン層の破壊，重工業などの産
業による環境汚染，生物多様性の減少，森林破
壊，地球温暖化などがある。その他にも，アフ
リカをはじめとする開発展途上国と先進国の経
済格差の拡大，飢餓や貧困問題，テロや紛争，
経済や金融のグローバリゼーションによる行き
過ぎた多国間投資による経済危機などが起きて
いる。農業に関係する地球規模の環境問題では，
農薬・化学肥料の使用過多や遺伝子組み換え作
物（GMO）による環境汚染などがあげられる。
カルドー［カルドー 2007: 18］によれば，こ
れらの問題を解決するためには，各国政府だけ
でなく，国連などの国際機関，多国籍企業に加
えて第３のアクターである国際NGOなどに代
表される市民社会が参加して，規制や改革を進
めるなかで解決していくことが重要だという。
現在，国際NGOに代表される市民社会のアク
ターは，地球環境問題をはじめとしたグローバ
ルな諸問題に対して「国益」を超えた「地球益」

を求める活動を展開している。それは，これま
でのように各国の政府や国連などの国際機関に
よる国家間の協力体制だけでは問題を解決でき
ないケースが増えているからである。これらの
団体はその長年の国際的な公共領域への貢献が
認められた，非営利（NPO）でかつ非政府組織
（NGO）である。欧米におけるNGOや NPOは，
国連機関や各国政府，多国籍企業のカウンター
パートとしてそれぞれの専門分野で各国政府や
国連などの政府間機関と協力して，政策提言
活動を通じて政策決定などにも深く関与してい
る。馬橋憲男・高柳彰夫［馬橋・高柳 2007: 14］は，
東欧諸国の民主化をきっかけに，また欧米社会
における福祉国家の行き詰まりや世界の多く
の地域におけるNGOや NPOの発達を背景に，
市民社会という言葉が再び盛んに使われるよう
になったという。今日では，政府，市場や企業
から独立した３つめの領域として市民社会を捉
えるのが一般的になっている。
1990 年代のヨーロッパを中心とした市民社

会では，対人地雷禁止条約や国際刑事裁判所
（ICC）の設立，地球規模の気候変動に関する
国際条約などの人道主義的，コスモポリタン
的な国際法の発展に国際NGOなどのトランス
ナショナルな市民社会ネットワークが大きな役
割を果たしてきた。カルドー［カルドー 2007: 
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138］は，これらの団体がアドボカシー活動や
政策提言活動を通じて及ぼしてきた影響に注目
して「グローバル市民社会論」を展開している。

本論文では，地球環境問題のなかでも農薬
や化学肥料の使用過多や遺伝子組み換え作物
（GMO）による地球規模の環境汚染の解決を目
指して有機農業の発展に取り組む国際NGOや
環境NGOの政策提言活動について取り上げる。
2006 年，FAO（国連食糧農業機関）は，有

機農業をこれまでの農薬や化学肥料に依存した
農業に対する重要で著しく効果的な代替案であ
ると認めた。各国で増えている有機農業の導入
は，貧困との闘い，食糧安全保障の改善，環境
破壊の減少，そして生物多様性の保全に役立っ
ている。ここで言う有機農業とは，政府間機関
ではコーデックス（CODEX：国際食品規格）
委員会，民間団体では世界の有機農業運動を代
表する IFOAM（国際有機農業運動連盟）が策
定している国際的な有機基準を満たす「農薬や
化学肥料と遺伝子組み換え技術を基本的に使用
しない」有機的で持続可能な農業を指す。
EUは 1990 年代から急速に発展した有機農
業とオーガニック市場の成長で世界をリードし
た。それを支援したふたつの政策（これを EU 
オーガニック政策と呼ぶ）「有機食品の表示規制 
［EEC/2092/91］」と「農業環境政策［EEC/2078 
/92］」に関して，国際NGOが政策提言活動（ア
ドボカシー）やロビー活動を通じて欧州委員会
（農業 ･農村振興総局）に対してどのような影
響を及ぼしたかについて議論する。主に注目す
るのは 1970 年代から有機農業の拡大を世界規
模で展開してきた国際NGO（本部ドイツ）の
IFOAM（国際有機農業運動連盟）や EUに本
部のある国際環境NGOである。（1）

先行研究として，国内の研究に関しては EU
全般の有機食品システムに詳しい大山利男［大

山 2003］や，欧州の農業環境政策に詳しい横
川洋［横川 1999］や合田素行［合田 2002］な
どが参考になる。ただ，これらの研究は必ずし
も国際NGOの政策過程への影響に注目したも
のではないため，本稿ではどのような経緯（政
策提言活動）で政策にどのような影響を及ぼし
たか確認する。EUのオーガニック政策につい
てはランプキン，フォスター，パデル［Lampkin 
et al. 1999］らの研究，英国の共通農業政策
（農業環境政策）についてはエデルとトマソン
［Egdell and Thomson 1999］らの研究が詳しい。
これらの研究では，有機農業NGOと環境NGO
の両方を対象にはしていないので，本稿では
「農業環境政策」に関する有機農業NGOと環境
NGOの政策提言活動について研究する。
本稿では，まず 1990 年代から成長を続ける

EUの有機農業とオーガニック市場に関する実
態をEUオーガニック政策による影響と共に概
観する。２節では１節で確認した状況に対応し
て，国際 NGOである IFOAM（国際有機農業
運動連盟）が有機認証制度の導入に関して，独
自の「オーガニック基礎基準」をモデルにした
政策提言活動などを通じて積極的に関わったこ
とを確認する。「IFOAMオーガニック基礎基準
（IBS）」とは，IFOAMが 1980 年に策定し，改
訂を続けている有機認証制度における検査・認
証のための民間による有機生産の基準である。
３節では，有機農業の生産者を財政的に支援

する共通農業政策（CAP）改革による農業環境
政策の導入に対して，国際環境NGOが政策提
言活動やロビー活動を通じてどのような影響を
与えたかを検証する。

１． EU の有機農業とオーガニック食品
市場

有機農業の成長（生産）とオーガニック食
品市場の発展（消費）はお互いに不可欠な存
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在である。オーガニック市場の発展がなければ
有機農業による生産物は買い手がつかず成長
できないし，また有機農業の成長による生産物
の供給拡大なしにはオーガニック市場の成長は
ありえない。ここでは，EUの有機農業とオー
ガニック食品市場が急速な発展を続けているこ
とが，ふたつのオーガニック政策「有機食品の
表示規制［EEC/2092/91］」と「農業環境政策
［EEC/2078/92］」の支援によるものであることを
検証する。これは，それぞれ「有機認証制度」と「環
境直接支払い制度」の導入を決めた政策である。
この節では，消費者の環境問題の深刻化によ
る環境意識の高まりや食品汚染事故による食の
安全意識の高まりとの関係も探る。そして，有
機農業とオーガニック市場発展の鍵となった
「有機認証制度」に対する国際NGOの IFOAM
や EU加盟各国の有機農業団体（オーガニック
NGO）が政策提言活動などを通じてどのように
関与したのかについて検証する。
EU の有機食品の表示規則や農業環境政策
に関する欧州における先行研究に関しては，
EU有機農業研究の拠点のひとつでもあるホー
エンハイム大学が出版しているランプキン
［Lampkin et al. 1999］らによる『ヨーロッパ
の有機農業：経済と政策』-EUの有機農業のた
めの政策と規制環境 -」シリーズを参考にした。
日本における先行研究に関しては，大山利男［大
山 2005］，長松美希［長松 2004］，合田素行［合
田 2002］，日本有機農業学会編［日本有機農業
学会 2002］などが参考になる。

１‒１．成長を続けるEUの有機農業

ヨーロッパでは，有機農業やオーガニック食
品市場が 1990 年代の急成長の勢いをほぼ保っ
たまま引き続き伸びている。国際 NGO アイ
フォーム「IFOAM（国際有機農業運動連盟）」
が 2009 年に発表した統計［IFOAM 2008: 156］

によると，ヨーロッパにおいて有機農業で栽培
されている面積は EU加盟国（27 カ国）で 780
万 ha である。これはヨーロッパの全農地の約
４％に当たる（2007 年）。有機農業の割合の高
い国はオーストリアの 13％，スイスの 12％，
イタリアとエストニアが 9％である。それ以外
にもスウェーデン７％，ギリシア８％，ポルト
ガルで７％以上，ドイツも５％近くを有機農業
による生産が占めている（2006 年）。
横川洋［横川 1999］によれば，EU では有

機農業や環境保全型農業に取り組む生産者を
支援する「農業環境政策（環境直接支払い制
度）」が 1992 年に制定されて 1994 年に施行さ
れた。この施策が慣行農法から有機農業への
転換を大きく後押しした。この農業環境政策
と呼ばれる「環境保護と田園の景観維持のた
めの要件と両立する農業生産方法に関する規
則［EEC/2078/92］」は，1992 年に実施された
CAP 改革（マクシャリー改革）の一環として
導入された。
この政策で，農薬や化学肥料の使用過多によ

る地下水汚染や野生動物に対する悪影響などの
環境問題を改善するために，生産者が休耕や粗
放化生産や環境保全プログラムに参加すること
を条件に生産者に環境財を生産する為の費用を
市場から切り離して直接補償金として支払うこ
とを決めた。この環境直接支払い制度では被っ
たコストと放棄した所得が補償される。この政
策の導入により慣行農法から有機農業へ転換す
る期間における経済的なリスクが減ったことが
生産者を後押しして，1990 年代の EU有機農業
の発展に大きく貢献した。
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１‒２．発展を続けるEUのオーガニック市場

では，ここで 1990 年代から継続的な発展を
続ける EUオーガニック市場について見てみよ
う。IFOAM［IFOAM 2008: 157］によれば，
世界のオーガニック食品に対する需要は，2007
年の国際的な売上げで 461 億ドル（約 4.9 兆円）
に達して，昨年に引き続き力強い伸びをみせた
（※一昨年のデータなので世界経済危機の影響
はまだ受けていない）。ちなみに 2007 年アメリ
カのオーガニック市場の規模は 200 億ドル（2.1
兆円）を超えている。2006 年のシェアは 2.8％
で成長率は約 21％だった。2011 年には，世界
の有機農業市場は約 6兆円に達するという予測
もある。現在，オーガニック食品の消費者から
の需要は，アメリカとヨーロッパに集中してお
り総売上げの約 97％を占める。ヨーロッパは
オーガニック食品の最大で最も洗練された市場
と言われている。その規模は 2007 年で約 250
億ドル（約 2.6 兆円）に達した。2006 年のオー
ガニック食品市場のシェアは，オーストリアで
5.4％，デンマークで 5％，スイス 4.5％，ドイ
ツ 2.7％，イギリス 2.5％，スウェーデン 2.5％，
オランダ 2％弱と続く。欧州のなかでも引き続
き高い成長を続けるイギリスの成長率は年間約
20％，ドイツで 18％を維持している。 
EUでは，1991 年にオーガニック食品の表示
に関する規則「農産物の有機的生産ならびに農
産物及び食品の表示規則［EEC/2092/91］」が

制定された。これにより，商品の生産過程がオー
ガニックであることを検査し，認証された生産
物しか有機農産物と表示できないことを決めた
「有機認証制度」が導入された。オーガニック
食品の検査 ･認証による生産工程の保証が，消
費者のオーガニック食品に対する信頼を獲得し
て，オーガニック市場の急成長の後ろ盾となっ
た。

１‒３．EUオーガニック市場発展の背景

1980 年代の EUにおいて，有機産品を原料に
製造されたオーガニック食品は，安全な食品で
あることと同時に農薬や化学肥料を使わないこ
とで環境を汚染しない食品として広まった。
オーガニック食品の当初の消費者層は，環境

問題に関心が高く健康志向も強い消費者であっ
た。1986 年には，ソ連で発生したチェルノブ
イリの原発事故により広域の農作物や加工食品
が汚染される事件が起きた。当時は，北海での
アザラシの大量死，ライン川の汚染，酸性雨の
深刻化などヨーロッパを覆う国境を越える深刻
な環境問題も発生していた。1987 年には「環
境と開発に関する世界委員会（ブルントラント
委員会）」による『Our Common Future（我ら
共通の未来）』が公表されて「持続可能な開発
（Sustainable Development）」という言葉が広
がるきっかけになった。そして，1991 年には農
薬や化学肥料を多用した集約的な農業による化
学肥料や集約的畜産（糞尿の流入）を原因とし
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表 1　 ヨーロッパの有機農業で耕作された面積の推
移 1985 年～ 2006 年 （単位：100 万 ha）

表２　 有機食品の世界マーケットにおける成長 
2002 年～ 2006 年　（単位：10 億ドル）

出典：Willer and Yussefi 2008:118

出典：Willer and Yussefi 2008:54
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た硝酸塩による環境汚染から，淡水，沿岸，海
水の水質を保全するための「農業起源の硝酸塩
による汚染に対する水質保全対策に関する EU
指令［EEC/676/91］」（硝酸塩指令）が制定さ
れた。これらのことから市民の環境問題への関
心の高まり，環境に負荷の少ない有機農業への
関心につながっていった。
その後に，消費者がオーガニック食品のよさ
に大きく気づくきっかけとなったのが，食品汚
染事故だ。その最も大きな要因が 1985 年にイ
ギリスで発生した「牛海綿状脳症（通称 BSE：
狂牛病）」である。1992 年にはイギリスでBSE
が大流行し，1994 年には人への感染が公表され
てそのピークを迎える。これをきっかけに，畜
産の飼料，加工原料，流通まで追跡できるオー
ガニック食品に消費者の注目が集まった。1994
年以降は，イギリスで発生したBSEがヨーロッ
パ各国へ波及していく。この後の 1996 年には，
花粉の飛散による一般の植物への遺伝子汚染が
心配される「遺伝子組み換え作物（GMO）」の
本格的な生産が始まり，遺伝子組み換え生物
（GMO）の脅威と「遺伝子組み換え食品（GM
食品）」が欧州にも上陸する。この事態を受け
て，国際環境NGOの地球の友やグリーンピー
ス，有機農業団体でNGOのソイルアソシエー
ションなどによる反 GMOの政策提言活動やメ
ディアを使ったキャンペーンが展開される。こ
れにより，消費者の遺伝子組み換え生物（GMO）
による環境汚染と遺伝子組み換え食品に対する
安全性への懸念が広がり，遺伝子組み換え原料
を含まないオーガニック食品への評価が高まっ
た。また天笠啓祐［天笠 2006: 56］によれば，
畜産の疾病である「口蹄疫」の発生や，1999
年にはベルギーで大規模な畜産飼料（鶏肉・豚
肉・卵）の「ダイオキシン汚染」事故が発生し
たことも追い討ちをかけた。第 2節でも見てい
くが，これらのことは欧州委員会の EUオーガ

ニック政策の決定過程にも影響を与えることに
つながっていく。
ヨーロッパでは，日本の生協などによる産地

直送や産消提携，専門流通事業体による宅配な
ど「顔が見える関係」を謳ったオーガニック食
品市場と違い，主に店舗による店頭販売でオー
ガニック食品市場が広がった。1970 年代は，
地域の朝市や自然食品店がその中心だったが，
1980 年にはドイツのスーパー「テグート」，ア
メリカの「ホールフーズ」，その翌年にはイギ
リスの「セーフウェイ」がオーガニック食品の
販売を開始した。1991 年には，世界最大のオー
ガニック展示会「ビオファッハ」がドイツで初
めて開催され，現在は世界各地で開催されてい
る。これらの流通形態の変化によって，ヨーロッ
パのオーガニック食品市場は急速に成長を始め
る。このことも欧州委員会の EUオーガニック
政策決定に影響を与えることになる。
ドイツでは 2000 年頃からオーガニック専門

スーパーのチェーンが出現した。２大勢力の
30 店舗あまりを展開する「ベーシック（Basic）」
と「アルナトゥーラ（Alnatura）」では，独自
のプライベートブランドを含むオーガニック食
品専門の豊富な品揃えで，一般消費者を対象に
大規模に販売している。
IFOAM の報告［IFOAM 2008: 60］によれ

ば，ドイツに比べるとオーガニック食品市場の
発展が遅れたイギリスだが，1999 年の「有機
畜産の認証制度」導入に先駆けて，２大スーパー
マーケットチェーンの「テスコ」や「セインズ
ベリー」が自社開発のプライベートブランドの
オーガニック食品を開発して大規模に展開し
た。それが消費者の大きな支持を得て，市場は
急速に拡大している。2000 年には消費者の遺
伝子組み換え食品に対する嫌悪感を受けて，「テ
スコ」と３番手の「アイスランド」がいっさい
のGM食品排除を表明した。また，オーガニッ
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ク食品に対する消費者の需要喚起は，英国ソイ
ルアソシエーションなどの有機農業団体（有機
認証団体）や地球の友やグリーンピースなど環
境NGOなどによる反 GM食品キャンペーンな
どを通じても行われた。他方で生協・スーパー
などによる雑誌やテレビなどのマスメディアを
使った普及啓発活動も行なわれた。そしてドイ
ツでは，SPD との連立政権を８年間担った 90
年同盟・緑の党の共同代表で当時，食料・農業・
消費者保護省大臣のレナーテ・キュナストらが，
2010 年までの有機農業の目標を 20％と定めて，
国のオーガニックマーク啓発のための予算を執
行した。そして，オーガニック食品の広報活動
を行い有機農業の発展に貢献した［大山 2005: 
25］。また，政府機関が有機認証機関を運営す
るデンマークやオランダでもオーガニック食品
の普及啓発のためにテレビなども使った宣伝が
行われ，消費者の認知率が確実に上がった。そ
れ以外にも 2004 年に採択された EUの「オー
ガニック行動計画」でも，欧州レベルでのオー
ガニック食品の普及啓発が行われた。

２．IFOAMと EUの有機認証制度

第１節では，1990 年代から急速な成長を続け
るEUの有機農業とオーガニック市場の現状と，
それに重大な影響を及ぼしたと思われる消費者
の環境意識と食の安全意識を高めた出来事やそ
れに対応した流通の動きとオーガニックに関す
るふたつの政策（EU規則）について見てきた。
第２節では，EUにおける有機農業が，オー
ガニックビジネスとしてではなく有機農業運
動，新しい社会運動のひとつとして始まったこ
とを確認する。そして EUと世界の有機農業運
動を代表する IFOAMや EU加盟各国の有機農
業団体が，EUの有機認証制度の要となる「EU
オーガニック基準」の策定や，コーデックス
委員会（国際食品規格委員会）の 1999 年に制

定されたオーガニックガイドライン策定を含む
オーガニック食品表示規則の策定に対して，政
策提言活動を通じてどのような影響を及ぼした
かを検証する。

２‒１．IFOAM（国際有機農業運動連盟）

IFOAMの EUのオーガニック政策に関連す
る研究については，ランプキン［Lampkin et 
al. 1999］らによる『ヨーロッパの有機農業：経
済と政策』やグリー［Greer 2002］の研究から
見ていく。日本では，大山利男［大山 2003］，
澤登早苗［澤登 2002］，日本有機農業研究会［日
本有機農業研究会 2002］が IFOAMのオーガ
ニック基礎基準の翻訳を含めて紹介している。
IFOAM と は International Federation of 

Organic Agriculture Movements（国際有機農 
業運動連盟：アイフォーム）の略称である。
1972 年にパリ近郊で設立されて以来，世界中
で有機農業の普及に努めてきた会員組織（国際
NGO）で，世界的な規模の有機農業運動に関す
る国際統括団体である。本部はドイツのボンに
あり，現在世界 108 カ国以上の約 750 団体（2008
年現在）が IFOAMに加盟している。構成メン
バーは各国の小規模農家や有機農業団体，有機
認証団体，コンサルタント，研究者，消費者，
国際流通企業などである。
「IFOAMオーガニック基礎基準（IBS：有機
基準を作るための基準）」と，「有機認証団体の
適合性を認定するための認定基準（IAC）」は，
世界各国の政府や有機認証団体によるオーガ
ニック基準や検査・認証システムを構築するた
めの国際ガイドラインとして尊重されている。
IFOAMは，国連社会経済理事会（ECOSOC）
に公式の諮問資格を持つ国際NGOで，有機農
業に関する基準の国際標準化や，それに関する
政策提言活動，有機農業を通じたアフリカ，ア
ジア，ラテンアメリカ等の開発支援，生物多様
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性の保全に関する活動などを，FAO（国連食
糧農業機構）やUNCTAD（国連開発貿易会議），
UNEP（国連環境計画）など国際機関との協力
において行っている。また，有機農業に関する
もうひとつの国際基準を策定しているコーデッ
クス委員会の公式なオブザーバー資格を持つ
IFOAMは，コーデックスのオーガニックガイ
ドラインの策定過程では，スタッフを派遣して
政策提言活動を展開した。制定後のガイドライ
ン改訂にも積極的に関与している。また，ISO（国
際標準化機構基準）からは公式の基準設定機関
として認定されている［IFOAM: 2008］。
IFOAMの主な活動のひとつは，世界各国の
政府が有機認証制度を導入する際に参考にして
いる 1980 年に策定された「オーガニック基礎
基準」の策定と改訂である。世界で最も有機農
業とオーガニック市場が発展しているのが EU
（欧州連合）である。その EUが有機認証制度
を導入するために「オーガニック食品の表示に
関する規則［EEC/2029/91］」を制定した。そ
の際に策定した「EUオーガニック基準」は，
IFOAMのオーガニック基礎基準を参考にした。
日本の有機認証制度は，コーデックス委員
会（国際食品規格委員会）の「有機ガイドライ
ン（1999 年制定）」をベースにしているが，こ
のガイドラインも IFOAMのオーガニック基礎
基準を参考にして策定された［大山 2003: 29］。
オーガニック食品の貿易を考えたとき，国家間
の有機認証制度のベースになるオーガニック基
準で格差がありすぎては取引が成り立たない。
世界各国のオーガニック基準が同等性を持つこ
とで，オーガニック食品に対する消費者からの
信頼が担保されたことも後押しをして，世界の
オーガニック食品市場は順調な成長を続けてい
ると言える。

２‒２．環境問題と有機農業運動と IFOAM

１‒３で見たように，EUで 1970 年代に始まっ
た有機農業やオーガニック食品市場が 1990 年
にかけて急速に発展した要因のひとつに，EU
における環境問題の深刻化を受けた環境NGO
の政策提言（アドボカシー）活動やキャンペー
ンなどの影響による消費者の環境問題に対する
意識の高揚がみられた。
ミカエルセン［Michelsen 2001: 7］によれ
ば，EUの有機農業は環境問題の解決を考えた
有機農業団体による有機農業運動として始まっ
た。そして有機農業は，主流の（農薬や化学肥
料を使用する）農業を批判する社会運動として，
主流の農業による支配的な議論に対する対抗農
業として発展し再生産するという試みとして始
まったのである。その理由はトヴィー［Tovey 
1997: 21-37］によれば，当時の慣行農業は特に
1980年代に生産量を最大化するために大量の農
薬と化学肥料を使用していたからである。そし
て EUにおける有機農業の発展は，新しいタイ
プの農業と社会の相互関係として重要であった
という。なぜなら，有機農業は個人や農業以外
の他の団体，例えば生物学者，環境科学者，環
境運動家や消費者団体と良好な関係を作ること
ができたからである。
これらのことから，有機農業は特にその草創

期から少なくとも 1990 年代の発展段階におい
ては，環境運動や有機農業運動という社会運動
としての側面を強く持っていたと言える。
カルドー［カルドー 2003: 117］によると，有
機農業団体や国際 NGO「IFOAM（国際有機
農業運動連盟）」に牽引された有機農業運動は，
環境問題に関わる「新しい社会運動」のひとつ
に分類される。ヨーロッパでは，1924 年にル
ドルフ・シュタイナー博士がドイツでバイオダ
イナミック農法として知られる有機農業を始め
た。この農法で作られたオーガニック食品はそ
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れを認証する有機認証機関，デメター協会の名
前でヨーロッパや世界各地で老舗のブランドと
してもよく知られている［Greer 2002: 454］。イ
ギリスにおいては，1940 年代にレディ・バルフォ
アによって創設されたソイルアソシエーション
（英国土壌協会）が，1960 年代には有機認証活
動を始めた。それ以降，本格的な有機農業運動
は EU加盟各国のイタリア，フランス，オース
トリアなどで 1970 年代に入って始まった。
ランプキン［Lampkin et al. 1999: 2］らによ
れば 1980 年代には，デンマークやドイツ，フィ
ンランド，スウェーデンなどのいくつかの国で，
有機農業，粗放的な草地利用，多年度の休耕等
による粗放型の農業を支援する粗放化政策が導
入され農業環境政策による環境直接支払いなど
の財政的支援が始まった。その後農業環境政策
の影響によってスカンジナビア半島や地中海地
域で有機農業の力強い継続的な成長が見られ
た。
グリー［Greer 2002:459］は，IFOAM（国際
有機農業運動連盟）が 1972 年に世界中の有機
農業を発展させるために，有機生産基準（オー
ガニック基準）の同等性を推進するという政策
の実現などを目指して設立されたと主張する。
その目的は，有機農業運動を拡げ，情報や専門
知識やアイデアを交換するためのグローバルな
協力のための共通の場を提供することである。
IFOAMは，グローバルな有機農業運動を推し
進めるオーガニックセクターの統括団体として
世界各国で活動している。
そして，IFOAMは有機農業に関する国際的
な政策決定にも政策提言活動やロビー活動を通
じて関わっている。IFOAMの使命は，有機農
業運動をそのすべての多様性において，リード
し，結びつけ，支援することである。IFOAM
の目標は，有機農業の原理に基づいた生態学的
に，社会的に，そして経済的に健全なシステム

の世界的な導入である［IFOAM :2008］。
IFOAMは，EUで言えば前出のドイツのデ

メター協会やイギリスのソイルアソシエーショ
ンのような有機農業運動を展開するオーガニッ
クNGOや有機農業団体の連盟として構成され
ている団体である。それでは，ここでイギリ
スの有機農業運動を牽引しているソイルアソシ
エーション（英国土壌協会）について見てみよ
う。
グリー［Greer 2002: 458］によれば，ソイル

アソシエーションは全国に 3 万人以上のメン
バーを持ち，100 人近いスタッフを雇用し，イ
ギリスのオーガニック生産物の約７割を認証し
ている団体だ。ソイルアソシエーションは様々
なレベルで活動しているが，オーガニック基準
の設定や，有機農業に関する政策提言活動やロ
ビー活動，農家を支援することや有機農業や
オーガニック食品の宣伝活動（アドボカシー活
動やキャンペーン）も行っている。そして団体
としては英国において公共的な活動をする非営
利団体である。１‒３でも見てきたように，遺
伝子組み換え生物（GMO）の栽培と遺伝子組
み換え食品（GM食品）の販売が始まった 1990
年代後半のイギリスでは，国際環境NGOの地
球の友やグリーンピースなどによる遺伝子組み
換え生物（GMO）に関する政策提言活動や「遺
伝子組み換え生物反対キャンペーン」に関する
報道がメディアを通じて盛んに行われた。まだ
科学的には証明されていない遺伝子組み換え生
物の安全性を見極めるため，遺伝子組み換え生
物の栽培やGM食品の流通を５年間凍結するこ
とを訴えた「5年凍結（５years freeze）」キャ
ンペーンや，グリーンピースの事務局長やス
タッフが政府の遺伝子組み換え生物実験農場へ
侵入して，作物を引き抜いて逮捕されるという
直接行動キャンペーンも行われた。その後彼ら
は，獄中からの自分たちの主張を大きく新聞に
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取り上げられていた。有機農業団体のソイルア
ソシエーションも BSE（牛海綿状脳症）や動
物福祉，遺伝子組み換え食品に反対するキャン
ペーンを張り，結果的に「遺伝子組み換え生物
が入っていない」オーガニック食品の安全性に
対する消費者の意識が高まって需要も増えるこ
とにつながった。グリーは，これらの団体が
EUレベルの遺伝子組み換え生物や有機農業に
関する政策決定に，政策提言活動やロビー活動
を通じて関わっていることを紹介している。つ
まり，IFOAMの構成メンバーは，環境問題の
解決のためにも有機農業運動を展開してきたの
である。

２‒３．有機認証とIFOAMオーガニック基礎基準

この節では，EUが有機農業の急速な発展を
支えた有機認証制度を導入するために制定した
「EUオーガニック基準」の制定過程に IFOAM
による政策提言活動などを通じた関与があった
かどうかを見ていきたい。
このテーマに関しては，グリー［Greer 

2002］，リード［Reed 2001］，ミカエルセン
［Michelsen 2001］らによる有機農業政策に関
する有機農業団体の政策提言活動やロビー活動
に関する研究や元 IFOAM理事長のルンドグレ
ン［Rundgen 1998］の報告を参考にする。
ミカエルセン［Michaersen 2001: 5］は，1990
年代には幅広い有機農業に対する政治的な興味
が EUレベルで高まっていたと指摘する。この
状況が，① 1991 年の「オーガニック食品の表
示に関する規則［EEC/2092/91］」の施行と，
② 1992 年の共通農業政策（CAP）改革による
有機農業に対する財政的支援の規則である「農
業環境政策［EEC/2078/92］」の導入につながっ
たという。
グリー［Greer 2002: 462］によれば，この時
期に消費者による環境問題への不安から慣行農

業への否定的な評価が高まり，同時に過剰に
なっていた農産物の供給を抑制したいという要
望も膨らんだという。それに加えて一般的な
CAP 改革の必要性が叫ばれて，有機農業の財
政支援へ向かうムードを作り出す助けになり，
オーガニックセクターに相当の資源（税金）を
使うという政策決定に対して影響を及ぼしたと
いう。そして，この時期のEUの有機農業やオー
ガニック食品市場の急速な成長自体も，EUの
オーガニック政策に関する政策決定の過程に大
きな影響をもたらしたと指摘する。つまり，有
機農業の成長を支持する一般消費者の声と環境
保護への意識がひとつになって有機農業の発展
を支援する重要なふたつの規則の導入に大きな
影響を及ぼしたということである。
ミカエルソンは，オーガニック基準による

オーガニック食品の表示規則を以下のように記
述している。
「この規則は，輸入されたものも含めてオー
ガニック食品として販売される前に，適合すべ
き最低限の要求を設定したものである。それは，
ラベル表示と広告をカバーし，検査・認証制度
の性格を規定し，（畜産品の）生産のための給
餌の実践やストックの割合，（農産品の）病気
と害虫のコントロールに使われる製品のルール
を条件として要求するものである。EU加盟各
国は，有機生産に対する検査・認証の仕組みを
設立しなければならない。そして検査・認証機
関は当局による機関か，当局により認定された
民間機関（※有機認証団体）でなければならな
い。民間の機関を利用する場合，加盟国は監督
官庁を指定し，監査と認定を行わなければなら
ない」［Michaelsen 2001: 455］。
そしてグリーも EUの有機認証制度は公正な

競争を支援し，消費者からの信頼の高めること
を目的としているという［Greer 2002: 456］。 
ランプキン［Lampkin et al. 1999: 95］らに
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よれば，オーガニック基準は消費者の信用を促
進させ，不正な取引による市場の侵食を防止す
る意図で作られた。また，オーガニック食品の
市場を発展させることも，その目的であり，確
かに有機農産物やオーガニック食品の市場は発
展してきたが，一方で小規模の生産者や自然食
品店などの発展を妨げる役割を果たしたことも
否めない。それは検査・認証にかかる経費と様々
な官僚的な手続きが，これらの小規模な経営を
営む団体には負担となった可能性があると指摘
している。これは有機農業運動によるオーガ
ニック食品市場のビジネスとしての発展が産ん
だひとつのアイロニーと言える。とはいえ，こ
の有機認証制度の市場への浸透なしには消費者
のオーガニック食品に対する信頼は得られず，
現在のような状況にはなっていなかったであろ
う。
IFOAMの元理事長で，スウェーデンの有機
認証団体（KRAV）の創設者でもあったルン
ドグレン［Rundgren 1998: 14］は，有機認証
はある意味で有機農業運動団体である有機認証
団体によるマーケティング手法のひとつである
と述べている。つまり有機認証は，有機農業生
産者が生産物をオーガニック食品として販売
するための手法であり，これによって生産者は
オーガニック食品市場により高い価格で参入す
ることでリスクとコストをカバーすることが可
能となる。また有機認証の必要性は，スーパー
での店頭販売のように生産者と消費者の間に距
離がある状況を前提としている点にポイントが
ある。つまり，利害関係者の間で生産に関する
理解と信用が欠けているような状態においてこ
そ，有機認証というシステムが必要なのである。
つまり，日本における宅配などのクローズド
マーケットによる生産履歴などの情報を十分に
提供できる環境での販売や，信頼関係に基づく
直接取引を前提とする「産消提携」，アメリカ

を中心に欧米諸国でみられる「CSA（地域が支
える農業）」などでは「第三者認証」である有
機認証制度は基本的には必要ない。そのため自
然食品店やスーパーでの店頭販売でオーガニッ
ク食品が広がった EUでは，有機農業運動とし
てもオーガニック食品市場を広げるために有機
認証制度が必要であった。有機認証制度は，社
会全体における有機農業のイメージを向上さ
せ，オーガニック食品の信頼と明確さを向上さ
せる。そして有機農業の財政的支援を促進して
いる。
これまで見てきたように，そもそも有機認証

制度は EU加盟各国の有機農業団体が，自らの
団体の農産物を他との違いを明確化して差別化
するために 1970 年代頃に始めた制度である。
それを有機農業団体が，1980年代に頻発した「有
機栽培の偽装表示」によって失われかけた消費
者と生産者の権利を守るために，各国の当局に
対する政策提言活動やロビー活動を通じて各国
レベルの法制度として導入した。
つまり IFOAMなどの努力により，EUレベ
ルの有機認証制度につながる「オーガニック食
品の表示に関する規則［EEC/2092/91］」の導
入を有機農業団体がリードしたのである。
それでは実際に，誰がこの有機認証制度を始

めたのかを検証しよう。EUのオーガニック食
品表示規則による有機認証制度の政策過程や，
国と EUレベルの有機認証制度の歴史について
IFOAMなど有機農業団体の影響を確認するた
めにランプキン［Lampkin et al. 1999］らによ
る主張を見てみよう。
「歴史的には，有機農業の検査・認証のため
のオーガニック基準設立を主導したのは，民間
の有機認証団体であった。これらの団体の大多
数は，コントロールシステムを設立するために
有機認証団体を作ったのではなく，それよりも
アドバイザリー団体，生産者団体もしくは消費
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者団体としてスタートした。いくつかの国は
国の法律として 1980 年代に有機農業のための
オーガニック基準を策定して有機認証制度を設
立したが，それ以外の国ではそのような法律も
検査・認証制度もなく，国からは独立して民間
団体が有機認証制度を運用していた。－中略－ 
IFOAMの『オーガニック基礎基準』は，有機
農業を規制する国レベルの法律や EUのオーガ
ニック食品表示規則［EEC/2092/91］と現在
策定中のコーデックス委員会のグローバルな
オーガニック食品基準の発展のための重要な要
素であり，これらのオーガニック基準の策定
に対しても多大な影響を与えて続けている。」
［Lampkin et al. 1999: 82］
一方，EUが加盟国全体に共通する有機認証
制度を導入するもうひとつのきっかけがあっ
た。ミカエルセン［Michaelsen 2001: 15］によ
ると EUのオーガニック食品市場の発展を受け
て，有機認証団体は，ドイツを筆頭に 1980 年
代以降のEU各国で順次増えていった。しかし，
それぞれの団体が有機農業に対する独自の考え
方と歴史的な背景を持っているため，1980 年代
後半になると，消費者から見てどの有機認証団
体を選べばいいのか分かり難い状況が生まれ，
特にドイツのオーガニック市場を中心に混乱を
来す場面も出てきたのである。 
そこで，元 IFOAM理事長のルンドグレン

［Rundgren 1998: 24］は，有機農業を定義する
法律（有機認証制度）の導入は，消費者の混乱
を回避して生産者を守り，ついにはオーガニッ
ク食品市場の発展を支援することになると考え
たという。そしてIFOAMは，自らのオーガニッ
ク基礎基準をベースにして，EUレベルでの有
機認証制度の導入を欧州委員会に対して提案し
て，オーガニック基準の策定などを支援するこ
とにしたのである。これらのことからも，EU
の有機認証制度は，IFOAMに代表される各国

の有機農業団体による民間の検査・認証機関が
始めたものだということができる。そして，そ
の後に各国の有機農業団体が各国の当局と協力
して，それぞれの国の有機認証制度（オーガニッ
ク食品の表示規則）を消費者と生産者を守るた
めの法律として制定していったのである。そし
てIFOAMが1980年に初めて策定した「IFOAM
オーガニック基礎基準」は，国レベル，EUな
どの地域レベル，そしてWTOが国際食品貿
易の拠り所とするコーデックス委員会によるグ
ローバルレベルのオーガニック基準の制定過程
とオーガニックの発展に大きな影響を与えてい
ると言うことができる。そのことをグリーは以
下のようにまとめている。
「新しい社会運動として始まった各国の有機
農業運動の担い手である有機農業団体は，国
や EUレベルのオーガニック基準などのスタン
ダードセッティングの先導者であり，政策提言
活動やロビー活動の担い手であり，有機農業生
産者の支援とオーガニック食品の推奨者なので
ある」［Greer 2002: 458］。
以上のことから，IFOAMは 1970 年代から
現在に至るまで，EUの有機認証制度をリード
し，その中心になる「EUオーガニック基準」
策定過程で，「IFOAMオーガニック基礎基準」
をそのベースにした政策提言活動などを通じて
大きな影響を与えていることが検証された。

３．農業環境政策と環境NGO 

ここまで，1970 年代から続く EU の有機農
業とオーガニック食品市場の急速な発展に寄与
した「有機認証制度（オーガニック食品の表
示規則）」に対する有機農業団体や国際NGO，
IFOAMの影響について見てきた。
一方で，オーガニック食品の高まり続ける需

要を満たすのは有機農業による有機農産物や
オーガニック食品の原料となる素材の生産であ
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る。つまり有機農業に関わる生産者が増えるこ
とが，オーガニック食品市場発展のための重要
な要件であった。この要件を満たすための重要
なもうひとつのオーガニック政策がある。1992
年の CAP 改革によって導入された，生産者が
休耕や粗放化生産や環境保全プログラムへの参
加を条件に生産者に環境財を生産する為の費用
として直接支払うことを決めた「農業環境政策
［EEC/2078/92］」である。この政策の導入によ
り 1994 年から有機農業や環境保全型農業への
転換によって被ったコストと放棄した所得を補
償する「環境直接支払い制度」が始まった。
ランプキン［Lampkin et al. 1999: 2］らによ
れば，この制度により，市場からは切り離され
た直接の所得補償が行われたことで，慣行農法
から環境保全型農業や有機農業へ転換する際の
経済的なリスクが減った。そのことが生産者を
後押しして，EUにおける有機農業の発展に貢
献したのである。第３節では，この農業環境政
策が 1992 年に EUで制定されるまでの政策過
程に環境NGOや有機農業団体が政策提言活動
を通じて関わったかどうかについて検証してい
く。
ここでは，EUの農業環境政策とイギリスの
環境 NGO などの政策提言活動に詳しいエデ
ル［Egdell and Thomson 1999］や欧州委員会
へのロビー活動に詳しいマゼー［Mazey and 
Richardson 1993］ を参考にする。

３‒１． 共通農業政策（CAP）改革と農業環境

政策

第２章の３節でも触れたように，1990 年代
に入ると環境問題への不安から，地下水を汚染
し，土壌流出の原因となり野生生物や野生植物
に悪影響をもたらす農薬や化学肥料を多用する
慣行農業への否定的な評価が高まった。また増
産のための補助金政策の影響で過剰になってい

た EU域内で生産される農産物の供給を抑制す
る必要から CAP改革の必要性が叫ばれた。合
田素行［合田 2002］らによれば，その結果行
われた 1992 年の CAP 改革（マクシャリー改
革）によって，EU域内の農産物価格の引き下
げと，その分の所得を補償する直接支払いの導
入が段階的に行われてきた。「環境直接支払い」
の導入は農業環境政策［EEC/2078/92］による
が，この政策が有機農業への転換を後押しして，
1990 年代からの有機農業とオーガニック市場
の急速な成長を支援した。その後，農業環境
政策は 1998 年の CAP 改革「アジェンダ 2000」
で採択された「農村振興に対する欧州農業指導
保証基金（EAGGF）の助成に関する EU規則
［EC/1257/1999］」に取り込まれた。これによ
り，2000 年以降は，農村振興政策が農業環境
政策を含んだ条件不利地域対策等と一本化され
CAP の第 2 の柱として位置づけられた。この
政策では，環境保護と農村維持の双方を合わせ
て農業環境とし，支援の対象としては環境と景
観等の保護および向上と両立し得る農地の利用
法等があげられている。具体的には，有機認証
制度でそのことを認定された有機農業がこの制
度の受け皿となった。また 2000 年以降はこの
改革により，これまでは自主的参加とされてい
た，環境に配慮した最低限の農業活動「適切な
農業活動（Good Agricultural Practice）」につ
いて，これを超えた環境保全的な活動に参加し
なければ価格引き下げ分の補償金の直接支払い
は行われないこととなった。
「アジェンダ 2000」は，EUの拡大による財
政逼迫を見越して 2000 ～ 2006 年の CAP 政策
と予算を見直したものだが，農産物価格のさら
なる引き下げによる国際競争力の向上，食品の
安全性，品質の保証，農業社会維持のための安
定的所得と適正生活水準の確保，環境保全，動
物愛護，環境目標の取り込みが打ち出され，農
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業の多面的機能を強調した環境保全政策と農業
政策のさらなる統合を目指した「ヨーロッパ農
業モデル」が打ち出された。
つまり，1992 年の CAP改革で導入された農

業環境政策（環境直接支払い制度）は，その６
年後の CAP改革「アジェンダ 2000」によって
採択された農村振興に対する助成に関する EU
規則［EC/1257/1999］のなかでも，引き続き
環境と景観等の保護と向上につながるとして
有機農業や環境保全型農業がその助成の対象と
なったのである。

３‒２．農業環境政策の政策過程と環境NGO

それではここで，この CAP 改革による農業
環境政策が 1992 年に EUに導入されるまでの
政策過程において環境NGO等の政策提言活動
が行われたかどうかについて確認していきた
い。
エデル［Egdell and Thomson 1999: 123］は，
EUの共通農業政策（CAP）改革と発展に関して，
例えば英国の環境NGOがその政策に影響を及
ぼすためにどのような政策提言活動をしたかに
ついて議論している。英国の農業漁業食糧省
（MAFF）は当時の CAP 改革のための政策決
定における最も重要なアクターのひとつであっ
た。しかしながら，環境NGOなどのロビイス
トは，MAFF だけをターゲットとせずに欧州
委員会と欧州議会，そして経済社会委員会もロ
ビー活動の対象としていた。そして CAP改革
には様々な種類のNGOが興味をもっていたと
いう。それは，慣行農業を行っている従来の農
業者団体や有機農業団体，食品産業に関係する
業界団体や消費者団体や環境NGOだった。そ
のなかでも最も重要なNGOが職業農業者協会
（COPA）であったという。このNGOは EU加
盟 15 カ国からの 31 の組合と協会による国境を
越えた連盟であった。

そして，CAP 改革による農業環境政策の導
入に対して主要で積極的な政策提言活動やロ
ビー活動を展開していたのが３つの国際環境
NGOだったという。それはヨーロッパ環境事
務局（EEB），世界自然保護基金（WWF）とバー
ドライフ・インターナショナル（国際野鳥の生
態を守る会）である。野鳥の生態を守る会は，
百万人の会員を擁し，EEBは EUに 150 の会員
団体を抱えていた。エデルはこれらの「国際的
なアドボカシーネットワーク（政策提言ネット
ワーク）」は，他団体と連合を組んで行動する
傾向があることを指摘している。それは，彼ら
がその広範な会員組織と地理的なカバー力が，
ブリュッセルにおける影響力を増すことにつな
がると確信しているからである。これらの団体
は CAP改革を環境問題との関連において影響
を及ぼそうと試みたのである。
エデル［Egdell and Thomson 1999: 125］は，

CAP改革における実際のNGOによる影響を測
る小さな調査の結果を発表した。これは 1996
年に 20 の英国の NGO に対して電話とメール
で行われたものである。そしてその調査の目的
は，彼らの CAP改革の政策提言活動を確認す
ることである。実際には，NGOのロビー活動
による政策への影響の有効性を判断するのは難
しい。従って，この調査ではその評価は主観的
なものになる。客観的にその効果を測定する手
段はまだ持ちえていないからだという。そこで
調査をする場合，被験者の有効性に対する感覚
も求めるように勧めている。その結果，研究者
たちは NGO に彼らの政策提言活動について，
彼ら自身が CAP改革にどのぐらい有効だと考
えているかを確認した。その結果は，農業団体
が EUの政策決定への影響に対する有効性に最
も肯定的だったという。英国農業者組合（NFU）
のような団体は，MAFF や EU 委員会との詳
細な議論に参加できたことから，技術的な政策
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への影響について特に有効性があったと考えて
いる。そしてほとんどの環境NGOは，農業環
境政策に関してはかなりの有効性をもって影響
を与えられたと感じている。ただ，これは主観
的な感想なので，数量化して現すことができな
い情報である。
そしてエデル［Egdell and Thomson 1999: 
126］は，実際のロビー活動においてNGOは，
欧州委員会の委員に単に依頼の手紙を送るだ
けでなく委員会のなかで様々なレベルの対象を
ターゲットにしている傾向があることがわかっ
たという。他の有効な EU官僚や政治家との接
触は国会や国際会議などの場においてである。
そして政策提言活動には，メディアを使うこと
も有効だという。例えば，特に政策提案を狙う
ときにブリュッセル版のフィナンシャルタイム
ズ誌にそのテーマに関する効果的な記事が載る
ことも，政策決定者に影響を与える可能性があ
るという。そして昨今の EUレベルのロビー活
動において，EU地域全体の規則や指令を宣伝
したい場合には他団体との協調的なアプローチ
が必要だと主張する。
一方でマゼー［Mazey and Richardson 1993: 
210］は，EU 官僚は本当に欧州委員会の政策
過程に歩調を合わせて貢献することができる
ヨーロッパレベルの連盟や国レベルの協会や組
織と協働したいと考えているという。つまり，
EUの政策に効果的に影響をおよぼすような地
位につくのは，欧州委員会からの提案に共通の
レベルで迅速に対応できる，多様性と会員制に
よる組織力を持つNGOの国際的な連盟などの
場合が増えているのである。環境NGOの政策
決定への役割について，エデルは環境NGOや
農業NGOのロビイストが，政策提言において
テーマとする政策に関する具体的な情報を提供
することが，重要な構成要素になっているとい
う。例えば，EU官僚や政治家が政策議論に影

響を与えようと模索していたとしよう。その時
に彼らの同僚を説得するために，もし彼らがそ
のテーマに関する信頼すべき定量的データを
持っていることを示すことができれば，その
官僚は対抗者に対して反対の立場で説得でき
るという。その意味からも，農業環境政策に
向けた CAP改革における政策提言活動におい
て，情報を持っている環境NGOはデータ収集
とデータ分析の最前線に立っていることにな
る。エデルは，（環境問題に対する豊富な実証
データを持つことで）NGOはいまや EU官僚
や生産者との政策議論をする際に，相手側から
出された確固たる根拠のないデータを批判する
か，自らの根拠あるデータをもった提案を受け
入れられるかのどちらも選べるという，主導的
な地位に自らを置いていると指摘する。つまり
環境NGOや有機農業団体による政策提言活動
が，実際の政策に影響を及ぼすことができるか
どうかは，欧州委員会の官僚が求めるレベルの
確度の高い情報を，求められた場合にすぐ提供
できるかという対応能力にかかっているという
のだ。
最後にエデル［Egdell and Thomson 1999: 
129］は，環境 NGO の未来について EU 機関
の変化はNGOの役割に重大なインパクトを与
えるだろうという。欧州委員会での農業 ･農村
振興総局アドバイザリー委員会のメンバー拡大
に関する最近の議論では，政策決定の仕組みを
消費者や環境NGOに対して，農村振興の利益
に向けて拡げていく可能性があるという。それ
に加えて，欧州委員会と国際NGOの協同によ
る政策決定過程は，よりオープンな形になって
いくことが奨励されるべきであると指摘してい
る。
以上のことから，EUにおける農業環境政策
の政策過程に，高い専門性と組織力を持った環
境NGOや農業団体などが必要な情報提供など



国際NGOの政策提言活動 47

を通じて関わったことを検証することができ
た。

むすびに

本稿を通じて，EU の①「有機食品の表示
規則（有機認証制度）」と②「農業環境政策
（環境直接支払い制度）」の政策過程における
IFOAMや国際環境NGOなどが政策提言活動
を通じて及ぼした影響について検証してきた。
①に関しては，IFOAMが 1970 年代から現
在に至るまで，EU有機認証制度の導入をリー
ドし，その中心になる「EUオーガニック基準」
策定過程で，「IFOAMオーガニック基礎基準」
をそのベースにした政策提言活動などを通じて
大きな影響を与えていることが確認された。具
体的には，EUの有機認証制度を導入する際に，
流通・小売業はより多くの農産物が安価に欲し
いため，EUオーガニック基準を，民間の有機
農業団体が運用しているオーガニック基準よ
りも緩い基準に設定することを望む傾向があっ
た。それをかなり厳しい基準である IFOAMの
オーガニック基礎基準をベンチマークとさせる
ことで，EUオーガニック基準の低レベル化を
防ぐことに成功した。このことが，消費者から
の EUオーガニック市場の信頼性を得ることに
つながり，有機農業の飛躍的な発展につながっ
た。このことは，IFOAMなど有機農業団体に
よる長年にわたる現場での実践の積み重ねによ
る実績と，定期的な欧州委員会や EU官僚への
ロビー活動を通じた信頼関係を構築してきたこ
とを条件として成立したと考える。
②に関しては，環境NGOや農業団体などが，
欧州委員会の農業 ･農村振興に対して，現場で
の環境保護活動，調査研究活動などの積み重ね
により蓄積されたノウハウや情報を提供するこ
とを通じて政策提言活動やロビー活動を展開し
てきたことが検証できた。その影響については

今後のさらなる検討が必要である。
〔投稿受理日 2009.9.26 ／掲載決定日 2009.11.24〕

注
⑴ 　筆者は IFOAM本部に 2007 年 12 月から 3ヶ月
勤務した。その間に本部スタッフや執行部の世界
理事会メンバーにインタビューなどを行った。本
稿ではその情報も参考にした。筆者も 2008 年６
月に世界理事メンバーに選ばれた。
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